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「嵐をしずめる」

今年は東京の梅雨入りが遅く６月２１日でした。
梅雨明けは早い模様ですが、降る雨の量は変わらな
いとのことで、線状降水帯等による豪雨の影響が心
配されました。７月２６日からはフランスではパリ
オリンピック、パラリンピックが開催されており、
競技の盛り上がりに目が離せないでしょう。
奉仕団では、コロナ禍や人手不足、経費の上昇な
ど色々な社会的な要因や、利用者ニーズの変化等の
マイナス要因の中で２０２３年度は問題の解決に向
けて努力を重ねた結果、決算結果は前年よりも改善
はされてまいりました。上向きの状況とはなってま
いりましたが、未だ水面下であり、今年こそ安定し
た経営に向けて役職員一同頑張っております。
座間のアガぺセンターでは昨年１０月１日に「座
間市立児童発達支援総合センター（愛称サニーキッ
ズ）」が小松原の新しい場所で開所し半年が経過し
ました。２階のテラスのネットの工事も完成して、
新サニーキッズとして利用も徐々に増加しておりま
す。板橋のアガペ東京センターでは、今年は花火大
会の観覧に駐車場を提供するなど、地域との交流を
深めるなど活動につとめております。また新宿区福
祉作業所は、4月より所長が交代し、新任の鈴木所
長は利用者、保護者の方たちに早く溶け込めるよう
に努力致しております。
本部のアジア研修交流事業では6月にモンゴルから
３名の研修生を迎えて研修が行われました。研修後の
発表では現在のモンゴルの社会福祉の現状をふまえて、
訪問した施設で行っていたことで実行できるものはす
ぐに行いたいとの話がありました。また、モンゴルに
もアガぺセンターという名前で施設を作りたいとの大
きな望みも話されていました。私たちもこれから研修
生のはたらきを見守ると共に、奉仕団からもモンゴル
を訪問し交流を深めていく予定です。

今、労働力の減少やコスト
アップ等の要因によって世の
中は、変動、不確実、複雑、
曖昧な先の見えない不安な時
代になっています。社会福祉
法人にも同じように介護職の
減少、物価高騰、人件費の上
昇といった経営環境の嵐が
次々に押し寄せており、合理化、効率化を行って
いかなければなりません。その中で、福祉施設の
利用者、保護者、職員、施設は生活の共同体であ
り早く嵐が静まるのを待っています。施設が家庭
と同じように、利用者の方が不安なく過ごせ、そ
こで日々新しいものを発見し成長できる場所、ま
た、保護者の方も家庭と同じように安心して委ね
られるようになっていくことが出来ればと願って
おります。
イエス様は「隣人を自分のように愛しなさい」（ル
カ 10：18）と教えています。隣人はどこに？　隣
人ですから誰とは言えません。自分の周りにいる
人が隣人でしょうか。区別はありません。また、「こ
の最も小さい者の一人にいたのは、わたし（神様）
にしてくれたことなのである。」（マタイ 25：40）
と言っています。何気なく隣にいる人こそが神様
なのかもしれません。世の中の荒波の中、神様は
奉仕団に嵐をしずめ、嵐の中で進む方向、ビジョ
ンを与えて下さいました。これからも神様から頂
いた奉仕団のビジョンである、キリストの愛の精
神を持って、障がいの有無にかかわらず「共に生き、
共に歩む」当たり前の暮らしが出来る地域共生社
会の実現に向けて、奉仕団は隣人のために着実に
歩んでまいります。奉仕団の活動に皆様のご理解
とご支援をお願いいたします。
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澁澤　浩二	
髙栁　恵介	
匿名	 16 件
（神奈川県）　
横浜海岸教会（日キ教会）
篠原教会	
新丸子教会（日基教団）
翠ヶ丘教会（日基教団）
生田教会（日基教団）
捜真女学校高等学部中学部
藤沢教会（日基教団）
林間つきみ野教会	
フェリス女学院中学高等学校
横浜英和学院
関東学院中学校高等学校
湘南白百合学園小学校
函嶺白百合学園中学高等学校　宗教委員会
和泉短期大学
ドレーパー記念幼稚園
伊勢原幼稚園
厚木幼稚園
高座みどり幼稚園
桜ヶ丘幼稚園
株式会社カンテレ（2回）
株式会社さくらメンテナンス
株式会社小島組（2回）
株式会社茶利シルバー事業部
井出　澄子（2回）
遠藤　榮助

田中　誠一（2	回）
田辺　スミヱ	
渡辺　教	
土屋　克子	
島村　照一（2	回）
二階堂　和博（2	回）
畠山　辰美	
板橋　毅	
飯河　保	
平井　俊彰（2	回）
落合　宏（2	回）
鈴木　イエ子	
和田　智章（2	回）
澤田　芳巳	
盧　清貴	
髙橋　瑞穂（2	回）
髙橋　和秋（2	回）
匿名	 33	件
（山梨県）　
富士吉田キリストの教会
市川幼稚園・ひかりの家学園
石井　幹博（2回）
（新潟県）　
株式会社ベーシック（2回）
（石川県）　
匿名	 1 件
（愛知県）　
 一宮教会（基督兄弟団）		
（京都府）　

同志社中学校　	
同志社幼稚園
（大阪府）　
堺教会	
増池　重信
（兵庫県）　
関西学院宗教活動委員会
新　清録	
島田　恒（2	回	)
（奈良県）　
大和キリスト教会　支援委員会
（鳥取県）　
匿名	 1 件
（岡山県）　
清心中学校・清心女子高等学校
（広島県）　
福山天使幼稚園
（愛媛県）　
長内　敬一
（福岡県）　
市津　敏子

〇アガペセンターのために
新宮　綾子
鈴木　靖弘
笠原　久美子
佐藤　和子
中塚　正彦
村山　鐵郎
水口伸生・建子
山田耕二・登美子
アガペ聖書の会
株式会社リハーツ
海老名市中央地区民児協
座間市第五民児協
座間市第一民児協
座間市第六民児協
アガペ祭実行委員会
アガペセンター（献金箱）
匿名　2件

〇アガペ作業所のために
赤い羽根共同募金
年末たすけあい募金援護金

○能登半島地震義援金
338,156 円

2024 年 1 月 1 日に発生し
た能登半島地震の緊急支援
として募金を行い、ＹＭＣ
Ａ同盟を通して現地支援に
活用いただきました。

　＜使途指定献金＞　　　

岡本　邦子	
加藤　頼景	
皆川　美智子	
古田　和彦	
佐々木　雄治	
佐野　知子	
三原　正俊	
山下　眞佐江（2	回）
山田　耕二・登美子
山田　田鶴子	
市川　健二・訓子（2	回）
小川　喜道（2	回）
小池　悦郎（2	回）
小林　征司	
松沢　明子	
松本　崇	
上村　浩（2	回）
森　章一	
真名子　南津子	
瀬谷　智明（2	回）
正田　隆	
西原　良信	
石田　伊志子	
石島　美智子	
千葉　寿夫（2	回）
多田寛一・名渕智子
大井　啓太郎	
大南　和子	
長谷川　三紹	

22	件　721,730	円

〇新宿区福祉作業所のために
プランニングルーム・ヨコハマ
〇アジア研修交流事業のために
中台　厚　　
匿名　1	件

＜貸借対照表＞ 単位：千円
資産の部 負債の部

 勘定科目 金額  勘定科目 金額
負債の部合計 2,346,270
純資産の部合計 1,709,808

資産の部合計 4,056,078 負債及び純資産の部合計 4,056,078

＜資金収支計算書＞ 単位：千円
 勘定科目 予算 (A) 決算 (B) 差異	(B)-(A)

事業活動資金収支差額 -21,122 12,580 33,702
施設整備等資金収支差額 -31,043 -35,325 -4,282
その他の活動資金収支差額 2,340 9,744 7,404
当期資金収支差額合計 -50,825 -13,001 37,824
前期末支払資金残高 220,531 220,531 0
当期末支払資金残高 169,706 207,530 37,824

＜事業活動計算書＞ 単位：千円
 勘定科目 当年度決算 (A)前年度決算 (B) 増減 (A)-(B)

サービス活動増減差額 -31,092 -81,064 49,972
サービス活動外増減差額 2,637 -2,673 5,310

特別増減差額 255 -624 879
当期活動増減差額 -28,199 -84,360 56,161

当期末繰越活動増減差額 351,080 351,794 -715
次期繰越活動増減差額 359,972 379,279 -19,307

２０２３年度　法人決算概要



研修生の 3名は 6月 10日に来日し、研修では 6
月 11日から 28日まで 22ヶ所の施設や特例子会社
を見学して、各施設の事業内容やサービス、組織構
成について担当者から説明を受けました。モンゴル
の「エネレル障害者職業訓練校」では、約 70名の
知的障がい者が登録されていて、2年間の訓練後に
企業等への就労につなげているということでした。
研修生たちは、日本で幼児から高齢者に至るまでの
障がい児者への多様なサービスを見てまわり、モン
ゴルでも将来は、療育、生活支援、就労支援などの
総合的な支援を実施していきたいとの感想を次のよ
うに述べていました。
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「アジア研修交流事業」では、1980 年以来からア
ジアの諸地域から障がい者福祉に従事する職員を日
本に招き、当奉仕団の福祉事業所をはじめ他の障が
い者福祉施設や特例子会社を視察し、障がい者支援
における研鑽を深めていただくという研修交流を行
ってきました。
これまでに、アジア 15の国や地域から 86名の
研修生を受け入れてきました。2024 年度は、「モン
ゴル 5か年計画」の 4年目として、ウランバートル
市にある「エネレル障害者職業訓練校」の職員であ
るヨンドンさん、ゴドブさん、ヤダムスレンさんの
3名を 6月に 3週間、日本に招待いたしました。

アジア研修交流事業　活動報告

障がい者による縫製の作品を見学

障がい児の支援学校を見学 研修生の研修発表会

障がい者の作業所を見学

障がい者の就労継続の様子を見学

アガペセンターを訪れた見学研修の一行

「「エネレル障害者職業訓練校」では、能力の修練
だけを実施していますが、生活支援等も含めたより
広いサービスを提供する「就労支援センタ―」を開
設していきたいです。また、障がい児者の保護者の
理解を得るためのセミナーを実施して、保護者と協
力しながら利用者を育成支援していく方法を考えて
いきたいです。」

さらに、「障がい者の声を政府に届ける活動にも
力を入れて、当事者や保護者の協力の下で、障がい
者サービスに関する法律の改正を提言していけたら
と思います。そのようにして、障がい者を社会の中
で受け入れやすくするための環境づくりを社会や政
府に発信していくという必要を強く感じました。」
「また、当事者一人ひとりに対する目標を立てて、
それぞれに合った特性や才能を伸ばしていけるよう
に、その人の特性に合った環境づくりや指導、支援
の必要を感じました。」と語っていました。
障がい児の保護者の会である「手をつなぐ育成
会」との面談では、知的障がい児を持つ親の立場か
ら、「地域で障がい者をどう理解して関わっていく
べきか」の講和をしていただきました。学校や地域
の親睦会などで実施しているという講演活動を伺え
たことは、モンゴルに帰ってから保護者と関わり、
協働していく上でのいくつかの示唆を得られたよう
です。

最後に、最も印象的であったことの一つとして、
どの施設でも障がい者個人の意思を尊重したサービ
スが提供されていて、職員が真心から障がい者に向
き合っている姿を挙げていました。このことはモン
ゴルでは見られない光景と映ったようでした。

ここで学んだことの中には、モンゴルの制度の違
いや住民の意識の違いなどによって、すぐに母国
で実施できないものもあったようです。そんな中
で、研修生は「「エネレル障害者職業訓練校」の事
業として、B型就労支援と生活介護デイサービスを
行い、障がい者の特性に合わせた職業訓練と指導方
法を考案して指導して行きたいと思っています。ま
た、工場や企業と協力し、そこから障がい者に合っ
た仕事の受注を受けたいです。」との決意を語って
いました。

週末には、東京都内の東京タワーや浅草寺を視察
観光したり、鎌倉・江の島の名所を訪れたり、水族
館での観覧や海辺での散歩を楽しんだりして、日本
の文化や歴史に触れる体験もいたしました。今後、
ここで学ばれたことを生かして、母国モンゴルで障
がい者福祉の働きに貢献されることを期待していま
す。
加えての報告として、2年前に研修生としてお招
きしたウヤンガさんから、モンゴルの障害者開発庁
の職員や専門家ら 8名と共に日本で見学研修を受け
たいという申し入れがあり、今年の 5月 13日～ 19
日に来日し、4日間アガペセンターや障がい者施設
の見学を致しました。（下の写真）
このような研修交流の働きは、その主旨に賛同す
る団体や個人の寄附金と献金によって支えられ運営
されています。皆様の心温まるご支援によって、こ
の働きが継続されていることを心から感謝すると共
に、今後とも更なる温かいご支援をよろしくお願い
申し上げます。

2023 年度　献金協力者一覧　（順不同）　　総額　232 件　　2,401,523 円

（北海道）　
燈台の聖母トラピスト修道院
（群馬県）　
安中二葉幼稚園　
（埼玉県）　
田沼　真巳子
（千葉県）　
京葉中部教会（日基教団）
市川三本松教会（日基教団）
千葉本町教会	
ソフィア学園
稲村　茂
宮本　和武（2回）
金澤　正善
浅野　静子
匿名	 1 件
（東京都）

カトリック・レデンプトール修道会
むさし小山教会 教会学校
下北沢聖書教会	
弓町本郷教会（日基教団）
経堂北教会	
原宿教会
在日大韓基督教会	
聖書友の会	
町田聖書キリスト教会
東村山教会（日基教団）
八王子栄光教会	
番町教会（日基教団）
霊南坂教会（日基教団）
玉川聖学院
暁星小学校シャミナード会
恵泉女学園中学・高等学校宗教部
聖学院小学校　	

青山学院中等部	
東洋英和女学院 中高部 宗教委員会
日本聾話学校
普連土学園中・高等学校宗教委員会
明治学院高等学校	
シオン幼稚園
ひこばえ幼稚園
原宿幼稚園
桜美林幼稚園
西荻窪キリスト教会・西荻まこと幼稚園
青山学院初等部
草苑幼稚園
鶴川シオン幼稚園
安部　安子
井出　詩乃
井上　徹哉
岡田　知惠

ご芳名の敬称は省略させていただきます。ご理解、ご協力に深く感謝申し上げます。

菊地　哲郎（2回）
宮岡　佳子（2回）
金井　和夫（2回）
後藤　省二	
荒谷　ヤス子（2回）
山野井　道代	
小原　江理子	
菅野　治江	
石守　昭彦	
谷口　武彦	
池亀　由美子	
内藤　美那子	
柏井　直行	
樋川　広美	
米田　憲政（2回）
牧　由希子（2回）
鈴木　寛・節子	




